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写真 1 弥生時代の調査風景 (鹿田遺跡)
｢ど う して発掘調 査 を して し､るの ?｣｢誰が調 査 す るの ?｣
調 査 を して し､る と､ よ く投 げか け られ る疑問 で す｡
今 回 のセ ンタ-幸良で は これ らの疑問 にお答 え しよ うと思 し､ます｡
大昔からの人間の生活の痕跡､土器や石器などの遺物や､住居や井戸などの遺構が残るところを ｢遺
跡｣と呼んでいます｡これらは土の中に埋もれていることから ｢埋蔵文化財｣ともいいます｡埋蔵文化
財は人間の歴史を知る貴重な手がかりであり､また国民共有の財産です｡この埋蔵文化財は ｢文化財保
護法｣という法律によって､保護することが決められています｡建物等の建設予定地がやむを得ず遺跡
にかかる場合には､その前に発掘調査を行って､詳細な記録を残すことになっています｡
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例えば建物建設の場合には､建設者が調査を行うか､あるい
は調査費'･用を負担する仕組みになっていますO主に国や都道府
県の工事は都道府県の教育委員会､市町村 ･民間のj二刺ま各市
町村の教育委員会等で調査業務を担当しています｡
岡山大学では､学則で埋蔵文化財調査研究センターを設置し､
調査を行っています｡また､調査費用については､建物の建設
費用に含めて文部省が戸算化しています.また建物建設のよう
に大きな面積でなくとも､例えば電柱やガス管工事等の狭い範
囲でも､遺跡に工事が及ぶ場合には､立ち会って記録を取って
います｡
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写真2 中世溝の発掘調査 (鹿B]遺跡)
口 学術調査
D 工事に伴う発掘調査
グラフ1 全国の発掘調査件数
グラフ1は1968年以降の全国での発掘調査件数を示したものです｡経済の高度成長に伴って､各地で
開発が進み､それとともに発掘調査件数は年々増加しました｡1996年度には12,000作を越えています｡
岡山大学では1978年に初めてキャンパス内に遺跡のあることがわかり､1983年に埋蔵文化財調査室が
発足､1987年に埋蔵文化財調査研究センターが設立されました｡以来､現在調査中のものも含めて､鹿
E]キャンパスで9次､池島キャンパスで21次､三朝キャンパスで1次にわたって､発掘調査を行って来
ています｡
埋威文化財のある上地で⊥r拝を行う際には事前に
都道府収教育委員会などの文化財保誠部局に届け
hJなければなりません01996年度の発掘ki等の作
数は40,000件を超えています｡右のグラフ2は開
発事選別の発掘届件数を示したものです｡グラフ
lでもわかるように､発掘調査のほとんどは開発
事業等の工･糾こ伴うものですO宅地造成･住宅建
設がNr*Lも多く､次いでその他建物蛙讃､道路建設
の順となっています｡
グラフ2 発掘調査の原因別グラフ
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(1996年度)
[コ宅地造成･住宅建設
[コその他の建物建設
⊂コ道路建設･改修
⊂〕水道･ガス.電気.電話線
[コその他
口 その他の開発工事
[コJt地関係開発
[コ土地区画整理
それでは他の大学の体制はどうなのでしょうか｡岡山大学と同じく､国立大学では15大学に､埋蔵文
化財調査研究センター ･埋蔵文化財調査室といった埋蔵文化財関係業務を担当する部署が置かれていて
ます｡構内にある遺跡の発掘調査 ･研究を行うほか､調査の成果や出土した土器や石器などの資料を展
示 して､教育活動にも活用しています｡
また遺跡は一度発掘 してしまうと､二度と元には戻 りません｡遺跡の内容に優劣はつけられませんが､
特に残りの良い遺跡や重要な遺構が見つかった場合など､そのまま保存 して多くの人に見てもらう手段
をとることがあります｡大学関係の例では､山口大学で構内遺跡の一部保存を行っています (写莫3)0
そのほか､広島大学では､旧石器時代の遺跡が発見されたために､建設予定地を変更 しています｡
私立大学では､早稲EEl大学や国際基督教大学のように､調査室 ･センターを設立 しているところや､
同志社大学のように､歴史資料館を設立して､構内遺跡関係の業務をおこなっているところがあります｡
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E北海道大学埋蔵文化財調査室
qi,東北大学埋蔵文化財調査研究センタ1
3)東京大学埋蔵文化財調査室
て動東京芸術大学埋蔵文化財調査室
S金沢大学埋蔵文化財調査研究センター
怠京都大学埋蔵文化財研究センター
3大阪大学埋蔵文化財調査室
(む島根大学埋蔵文化財調査研究センター
(勤広島大学統合移転地埋蔵文化財調査委員会調査室
⑬山口大学埋蔵文化財資料館
E Z
各大学で､発掘調査している遺跡の内容も様々です｡
岡山大学では､津島キャンパスで縄文時代-近代まで､
鹿田キャンパスでは弥生時代-近代までの遺構 ･遺物
が出土 しています｡東京大学本郷キャンパスで近世水
戸藩中屋敷等の発掘調査が行われています｡
写真3 山口大学追跡保存公園 1994年2月整備
吉田遺跡の弥生時代中期～古墳時代後期の住居跡
をカラータイルで示しています｡
(写真提供 :山口大学埋蔵文化財資料館)
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⑪徳島大学埋蔵文化財調査室
⑫愛媛大学埋蔵文化財調査室
⑬九州大学埋蔵文化財調査室
⑭熊本大学埋蔵文化貝舶用査室
⑮鹿児島大学埋蔵文化財調査室
⑬国際基督教大学考古学研究センター
⑰早稲田大学埋蔵文化財調査室
⑬東海大学埋蔵文化財調査室
⑬同志社大学歴史資料館
⑳加計学園埋蔵文化財調査室
(岡山理科大学)
津島岡大遺跡第19次調査 (コラボレーションセンタ一新営予定地)
調査は1998年 7月から1999年 2月まで行いました｡調査の結果､明治から近世の耕地 ･道路 ･満､中
世の浦群と水田､古代の溝群､古墳時代から弥生時代後期の溝群 ･土坑､弥生時代前期の水田と貯蔵穴､
河道､縄文時代後期の炉跡や土坑などが検出されました｡今回の調査ではこれまでの調査成果を追認す
るとともに新たな知見も得ることができました｡
近世から中世までは水田などの耕地､古代 ･古墳時代では数多くの満が掘られていました｡弥生時代
前期では水田､貯蔵穴､河道を確認しました｡特に河道は幅約10-13mもあります｡河道の底からは弥
生時代前期の土器が出ています｡この河道はほぼ東西に流れていますが､東側では少し北側に振れてい
ます｡今回の調査区の北側にある大学院自然科学研究科棟の調
査の際には縄文時代後期の河道を確認しており､今回調査した
河道も連接するものと考えられます｡縄文時代後期では非常に
しっかりとした炉跡や土坑､小穴群を検出しました｡
今回の調査では通常の現地説明会以外に理学部を対象とした
説明会を開催しました｡初めての試みでしたが､教職員 ･学生
など多くの見学者がありました｡これからも学内外に広く成果
を普及していきたいと考えています｡ (野崎員博)
津島同大遺跡第21次調査 (工学部エレベーター新設予定地)
写真5 調査風景
写真4 現地説明会でのひとこま
1998年11月に約 3週間にわって､工学部本館の正面玄関付近で罪
掘調査を行いました｡30数mlと小規模な発掘でしたが､新たな発見
がありました｡この調査地点では､約6000年前 (縄文時代中期)の
上器が出土しましたが､これは今のところ津島岡大迫跡で巌も古い
時代の遺物です｡この土器は､当時の人が掘った穴か､または住居
の跡と考えられる所から-I+Jこしました｡
今まで津島岡大遺跡では､4000年前項 (縄文時代後期)までの住
居跡や ドングリ貯蔵用の穴や七器が見つかっていましたが､この調
査で更に2000年歴史がさかのぼることが分かりました｡今後の調査
で､もっと古い時代のものが出土するかも知れませんね｡
(横田美香)
調 査 連 報
鹿田遺跡第9次調査開始
1998年12月より鹿田キャンパス内､附属
病院病棟予定地で､調査を行っています｡
お気軽に見学にいらして下さい｡調査員一
同､お待ちしています｡
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センターでは､このところ発掘調査が相
次いでいます｡構内で調査地を見かけたら､
一度覗いて見て下さいO意外とおもしろい
ものですよ｡
(岩崎志保)
